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• 構造力学は構造工学のための基礎学問であり、構造工学は構造設計

を発展させるための学問であると考える。学ぶためには目的がなけれ

ばならない。その意味で、本書のタイトルをこれまで使われて来た「

構造力学」ではなく、「構造工学基礎」とした。そして、「絵と式で

わかる」という枕言葉を加えた。目的は、構造工学への興味と基礎知

識を身に付けることである。そのため、本書の場合、解説文章は極力

省くことにした。高校や大学講義で教官の指導・助言のもと、考え方

や原理を効率的に身に付けて頂くのがよいと考えたからである。加え

て、本書執筆に当って特に意識したのは、例えば変位・変形を学ぶこ

とがなぜ大切であるか、トラス部材はどのような構造物にどのように

使用されるかなど、換言すると何故これらの基礎知識を身に付けるこ

とが必要であるかを折々に触れることである。本書の場合、これは、

各所に「参考」という形で示すことにした。そして、考え方や原理の

ポイントは「要点」として示すことにした。



構成

2.1 構造物構造物構造物構造物にににに働働働働くくくく力力力力のののの釣合釣合釣合釣合いいいい

2.2 応力応力応力応力とととと断面力断面力断面力断面力

2.3 部材部材部材部材のののの断面力断面力断面力断面力

7. 構造設計構造設計構造設計構造設計にににに向向向向けてけてけてけて



2.1 構造物に働く力の釣合い



構造物と荷重構造物と荷重構造物と荷重構造物と荷重ーーーー種々の構造物種々の構造物種々の構造物種々の構造物



構造物と荷重構造物と荷重構造物と荷重構造物と荷重ーーーー種々の構造物種々の構造物種々の構造物種々の構造物



構造物と荷重構造物と荷重構造物と荷重構造物と荷重ーーーー種々の構造物種々の構造物種々の構造物種々の構造物















支持条件支持条件支持条件支持条件
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(b) 回転支点（ﾋﾟﾝ支承）





安定安定安定安定・・・・不安定不安定不安定不安定



安定安定安定安定・・・・不安定不安定不安定不安定



安定安定安定安定・・・・不安定不安定不安定不安定



静定と不静定

●静定構造拘束反力数：r=3●不静定構造拘束反力数：r＞3●不静定次数n反力数－釣合条件式数：n＝r－3



静定構造物静定構造物静定構造物静定構造物のののの反力反力反力反力

●水平力の釣合い

∑H＝Px－HA＝0 ∴HA＝Px ----- (1)
(水平反力は鉛直反力とは無関係に決定)



静定構造物静定構造物静定構造物静定構造物のののの反力反力反力反力

●鉛直力の釣合い

∑V＝Py－VA－VB＝0

∴VA＋VB＝Py ----- (2)



静定構造物静定構造物静定構造物静定構造物のののの反力反力反力反力

●任意O点周りのモーメントの釣合い
∑M＝Py(a+x0)－VA x0－VB(a+b+x0)
＝ Py(a+x0)－ (VA＋ VB)x0－ VB(a+b)=0

----- (3)



静定構造物静定構造物静定構造物静定構造物のののの反力反力反力反力

式(3)に式(2)を代入して、
∑M＝Py(a+x0)－Pyx0－VB(a+b)
＝aPy－VB(a+b)＝0

∴VB＝[a/(a+b)] Py＝(a/l) Py ----- (4)
(鉛直反力はx0の値とは無関係に決定)

式(4)を式(2)に代入して、
VA＝[b/(a+b)] Py＝(b/l) Py ----- (5)



静定構造物静定構造物静定構造物静定構造物のののの反力反力反力反力

●鉛直力の釣合い

∑V＝ql−VA−VB＝0

∴VA＋VB＝ql ----- (1)
●A点周りのモーメントの釣合い

∑M＝∫qxdx−VB l＝ql2/2−VBl=0∴VB＝VA＝ql/2 ----- (2)
すなわち、全荷重の半分ずつの反力となる。

換言すれば、等分布荷重の合力をその重心位

置に作用させたのと同じ問題となる。



静定構造物静定構造物静定構造物静定構造物のののの反力反力反力反力

●鉛直力の釣合い

∑V＝VA＋VB＝0 ----- (1)
●水平力の釣合い

∑H＝P−HA＝0 ∴HA＝P ----- (2)
●A点周りのモーメントの釣合い
∑M＝Ph−VB l＝0 ∴VB＝Ph/lVA＝−VB＝−Ph/l ----- (3)



静定構造物静定構造物静定構造物静定構造物のののの反力反力反力反力

●鉛直力の釣合い

∑V＝VA＋VB＝2r q ----- (1)
●A点周りのモーメントの釣合い
∑M＝2r2 q−2r VB＝0

∴ VB＝rqVA＝VB＝rq ----- (2)



静定構造物静定構造物静定構造物静定構造物のののの反力反力反力反力

●水平力の釣合い

∑H＝∫q cosθrdθ＋HA＝qr (sinπ−sin0)＋HA＝HA＝0 ----- (1)
●鉛直力の釣合い

∑V＝∫q sinθrdθ−(VA＋VB)
＝−qr (cosπ−cos0)−(VA＋VB)＝2qr−(VA＋VB)＝0

左右の対称性より、VA＝VB＝rq ----- (2)
●確認（A点周りのモーメントの釣合い）
∑M＝∫q rdθ rsinθ−2rVB

＝−qr2 (cosπ−cos0)−2rVB＝2qr2−2rVB＝0

∴ VB＝rqとなり、式(2)に一致する。


